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環境チェックレポート 
 
 
（１）プロジェクト名 
 

水力発電プロジェクト 
 
（２）実施場所 
 

ラオス人民民主共和国、ボリカムサムイ県及びサイソンブン県 
 
（３）プロジェクト概要 
 

水力発電所の建設・運営を行うもの 
 
（４）カテゴリ分類 
 

カテゴリ「A」 
 
（５）カテゴリ分類の根拠 

 
本事業は影響を及ぼしやすいセクター（水力発電・ダム・貯水池セクタ

ー）に該当し、影響を及ぼしやすい特性を伴い、影響を受けやすい地域

に立地するため。 
 
（６）環境許認可 
 

ラオス人民民主共和国制度に基づき、EIA（環境アセスメント報告書）が
作成され、2012年 7月に同国天然資源環境省により付帯条件付きで承認
を取得済である。事業会社は付帯条件について適切に対応する計画であ

る。 
 
（７）汚染対策 
 

水質・廃棄物の影響に対して、適切な措置が講じられている旨、確認さ

れている。 
 



 
（８）自然環境面 
 

アクセス道路の一部が保護地域を通過するが、適切なルート選定、当局

による違法行為監視により、適切な措置が講じられている。また、本プ

ロジェクトサイト内及び周辺地域において保護種が生息する可能性があ

るが、影響回避等の適切な配慮がなされる計画である。 
 
（９）社会配慮面 
 

本プロジェクトにより移転を含む社会経済的な影響を受ける住民への配

慮について、対応計画が策定され、適切な措置が講じられている。 
 
（１０）適用国際基準 
 

IFCパフォーマンススタンダード 
 
（１１）その他・モニタリング 
 

上述の環境レビュー結果を踏まえ、EIA に係る付帯条件の遵守状況、関
連する許認可の取得状況、住民移転・用地取得・生計回復の進捗状況に

ついてモニタリング行う予定。 
 

以 上 








